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 [ 抄録 ][ 全文PDF (283K) ]

 
韓国仏教における「宝」について
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聖徳太子撰勝鬘経義疏総序に見られる女人成仏思想
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (293K) ]

 
法然の菩提心観の展開
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (301K) ]

 
『一遍聖絵』研究上生じたる問題点について (二)
岡本 貞雄 
公開日: 2010/03/09
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (265K) ]

 
真宗に於ける懺悔考
福井 静志 
公開日: 2010/03/09
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (272K) ]
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鷲原 知康 
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川口 恵隆 
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聖冏教学における無生而生の論理
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渡部 孝順 
公開日: 2010/03/09

170-172
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「信因称報」の否定批判
五十嵐 大策 
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親鸞と二河白道喩
石原 斌夫 
公開日: 2010/03/09
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (339K) ]

 
親鸞と道元における「時」の問題 (5)-「ひととき (一
念)」の前後-
岩本 泰波 
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浄土教における妙法思想
菊村 紀彦 
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一遍上人の念仏思想 (三)-和讃について-
梅谷 繁樹 
公開日: 2010/03/09
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (396K) ]

 
『正法眼蔵抄』に見られる「近代の禅僧」批判
伊藤 秀憲 
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195-198
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『正法眼蔵随聞記』私考-その8--「貧ヲ学スベシ」考-
3-
田中 敬信 
公開日: 2010/03/09
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (309K) ]

 
曹洞宗寿昌派の盛衰-黄檗禅との交渉をめぐつて-
永井 政之 
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仏頂の禅法と芭蕉の禅法
鐙本 光信 
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日蓮聖人における「即身成仏」の一考察
西片 元証 
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最蓮房あて御書の一考察
中條 暁秀 
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近世初頭における日蓮宗の山家・山外論争
小野 文〓 
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浄土宗の触頭制度について-特に触頭の諸国分布を中
心に-
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220-224

 [ 抄録 ][ 全文PDF (579K) ]

東国の仏教 225-230
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 由木 義文 
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (597K) ]

 
象徴と暗号
吉原 瑩覚 
公開日: 2010/03/09

231-234

 [ 抄録 ][ 全文PDF (490K) ]

 
ヨーガ学派の量論-直接知覚について-
山下 幸一 
公開日: 2010/03/09

235-238

 [ 抄録 ][ 全文PDF (420K) ]

 
初期仏教教団に於ける頭陀行者の→群について
木川 敏雄 
公開日: 2010/03/09

239-241

 [ 抄録 ][ 全文PDF (321K) ]

 
釈尊の死と捨多寿行-部派仏教における死生観の一断
面-
草間 法照 
公開日: 2010/03/09

242-247

 [ 抄録 ][ 全文PDF (644K) ]

 
『華厳経』に於ける如来の三業について (二)
中村 薫 
公開日: 2010/03/09

248-251

 [ 抄録 ][ 全文PDF (402K) ]

 
小品般若経の方便思想
日下 俊文 
公開日: 2010/03/09

252-254

 [ 抄録 ][ 全文PDF (351K) ]

 
『大阿弥陀経』をめぐつて
末木 文美士 
公開日: 2010/03/09

255-260

 [ 抄録 ][ 全文PDF (680K) ]

 
説一切有部の大乗批判-ayogasunyatavadin-
吉元 信行 
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261-265

 [ 抄録 ][ 全文PDF (559K) ]

 
大智度論の母性観
永田 瑞 
公開日: 2010/03/09

266-269

 [ 抄録 ][ 全文PDF (439K) ]

 
十住毘婆沙論考 (十)
藤谷 大圓 
公開日: 2010/03/09

270-272

 [ 抄録 ][ 全文PDF (348K) ]

 
触について-三和生触・成触論を中心として-
小川 宏 
公開日: 2010/03/09

273-276

 [ 抄録 ][ 全文PDF (533K) ]

 
世親と衆賢-還無と還去-
田端 哲哉 
公開日: 2010/03/09

277-281

 [ 抄録 ][ 全文PDF (592K) ]

 
『楞伽経』における唯心
菅 英尚 
公開日: 2010/03/09

282-285

 [ 抄録 ][ 全文PDF (424K) ]
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初期密典の解脱観-陀羅尼の変遷をとおして-
氏家 覚勝 
公開日: 2010/03/09

286-291

 [ 抄録 ][ 全文PDF (690K) ]

 
伝道上からみた四諦説の臨床的考察
皆川 広義 
公開日: 2010/03/09

292-295

 [ 抄録 ][ 全文PDF (321K) ]

 
平等覚経の自然の思想
福原 蓮月 
公開日: 2010/03/09

296-301

 [ 抄録 ][ 全文PDF (665K) ]

 
僧肇における「仏」の理解-至人と法身-
谷川 理宣 
公開日: 2010/03/09

302-305

 [ 抄録 ][ 全文PDF (432K) ]

 
『十誦律』の訳出-とくにその歴史的意義について-
佐藤 心岳 
公開日: 2010/03/09

306-309

 [ 抄録 ][ 全文PDF (437K) ]

 
南朝四代の広州の仏教
林 伝芳 
公開日: 2010/03/09

310-313

 [ 抄録 ][ 全文PDF (470K) ]

 
禅と浄土-廬山慧遠とその宗教体験-
中山 正晃 
公開日: 2010/03/09

314-317

 [ 抄録 ][ 全文PDF (494K) ]

 
吉蔵の如来蔵義考
鶴見 良道 
公開日: 2010/03/09

318-321

 [ 抄録 ][ 全文PDF (479K) ]

 
『天台菩薩戒真俗一貫鈔』について
窪田 哲正 
公開日: 2010/03/09

322-325

 [ 抄録 ][ 全文PDF (469K) ]

 
天台『観心食法』の研究 (上)
大野 栄人 
公開日: 2010/03/09

326-331

 [ 抄録 ][ 全文PDF (665K) ]

 
憬興師と唐仏教の交渉
渡辺 顕正 
公開日: 2010/03/09

332-334

 [ 抄録 ][ 全文PDF (346K) ]

 
唐の元康について
伊藤 隆寿 
公開日: 2010/03/09

335-339

 [ 抄録 ][ 全文PDF (577K) ]

 
仏教資料としての旧唐書経藉志
春日 礼智 
公開日: 2010/03/09

340-342

 [ 抄録 ][ 全文PDF (255K) ]

 
李通玄における「信」について
稲岡 智賢 
公開日: 2010/03/09

343-346
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 [ 抄録 ][ 全文PDF (463K) ]

 
南宋天台における竹庵可観の役割
大松 博典 
公開日: 2010/03/09

347-349

 [ 抄録 ][ 全文PDF (350K) ]

 
藕益智旭の戒学
利根川 浩行 
公開日: 2010/03/09

350-353

 [ 抄録 ][ 全文PDF (469K) ]

 
「宗門十規論」の教訓
長嶋 孝行 
公開日: 2010/03/09

354-357

 [ 抄録 ][ 全文PDF (465K) ]

 
元暁の真如観-起信論海東疏を中心として-
李 平来 
公開日: 2010/03/09

358-360

 [ 抄録 ][ 全文PDF (299K) ]

 
続本朝往生伝の往生観
中尾 正己 
公開日: 2010/03/09

361-364

 [ 抄録 ][ 全文PDF (475K) ]

 
続『黒品・白品』考
佐藤 悦成 
公開日: 2010/03/09

365-369

 [ 抄録 ][ 全文PDF (521K) ]

 
ldog-chos について
小野田 俊蔵 
公開日: 2010/03/09

385-382

 [ 抄録 ][ 全文PDF (397K) ]

 
写本チベット訳『八千頌般若経』の翻訳年代について
川合 務 
公開日: 2010/03/09

388-386

 [ 抄録 ][ 全文PDF (316K) ]

 
敦煌蔵文資料に於ける宗義系の論書 (2)
原田 覺 
公開日: 2010/03/09

393-389

 [ 抄録 ][ 全文PDF (467K) ]

 
原始仏教における loka の概念
橋本 哲夫 
公開日: 2010/03/09

396-394

 [ 抄録 ][ 全文PDF (287K) ]

 
Cullaniddesa の頭陀支
阿部 慈園 
公開日: 2010/03/09

401-397

 [ 抄録 ][ 全文PDF (450K) ]

 
門 (dvara)
柏原 信行 
公開日: 2010/03/09

405-402

 [ 抄録 ][ 全文PDF (416K) ]

 
入阿毘達磨論の註釈書について
百濟 康義 
公開日: 2010/03/09

411-406

 [ 抄録 ][ 全文PDF (623K) ]

 
『大乗百法明門論』の諸問題
池田 練太郎 

417-412
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